
「日本食レストラン」編、今回は「日系レストラン」ばかり3店舗です。

＜日本レストランのサケ3態、その1＞日系「Matsuri（祭）」
●日本人客濃度≒30％ ●日本人スタッフ濃度≒70％
●日本酒オーダー比率≒15％

 JR東海とキッコーマンの共同出資という不思議なパートナー
シップで1993年にオープンした、鉄板焼きと寿司のお店。ロン
ドン中心部のメイフェアにある。

 訪問したのは平日夕刻だけれど満席。繁盛している。鉄板
焼きとともにこの日飲んだサケは、久保田、臥龍梅、浦霞な
ど。グループで行ったのでボトルで注文。美味しく頂きました。

 左は「ボトルのサケ」のメニュー：「本醸造」「吟醸」「大吟醸」
「純米」の4カテゴリー（独白：「普通酒」がなくてよかった）で全
部で14種。たとえば「純米」では、「南部美人」 ₤ 61、「手取
川」 ₤ 70、「白壁蔵」 ₤ 66など。

 上は「グラスのサケ」のメニュー：「冷酒」「ホット」「スパーク＆フ
ルーティー」に分かれていて、全部で16種。たとえば「冷酒」は、
「賀茂泉」 ₤ 9～13、「久保田千寿」 ₤ 10、「出羽桜」 ₤ 10
など、すべて100ml売り。詳細は拡大してご覧ください。
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（「非日系レストラン」は、「サケwatching in London 2013」 http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/sake_London_2013.pdf をご覧ください。）
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サケ、焼酎、日本ワイン watching in LONDON 2014

http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/sake_London_2013.pdf


＜日本レストランのサケ3態、その2＞ 日系「Kirazu（きらず）」
●日本人客濃度≒30～40％ ●日本人スタッフ濃度＝100％
（店長の料理人と女性店員2人の3人全員が日本人） ●日本酒
オーダー比率≒20％
 ピカデリーにある日本人経営の居酒屋。ロンドン在住日本人に教えら
れて行って見ました。夜8時過ぎ。こじんまりした店で満席近かったが、
カウンターの端に1席あいていたので席を確保。店内では日系企業のビ
ジネスマンらしいグループがメートルを上げている（表現が古いか）。

 まずは「メードインジャパン」の「アサヒ黒生」を注文。（注：ロンドンで売
られるアサヒは→スーパードライ壜入り：英国のシェパードニーム製、スー

パードライ缶入り：チェコのスタロップラーメン製、黒生：日本製） その
後、「真澄」「出羽桜」「酔鯨」を和風タパスと美味しくいただきました。

 左はサケのメニュー：横軸は容量で、「切子」「升」「徳利 S」「徳利 L」
「ボトル」の5段階。スパークリングの「澪」に始まって、「愛宕の松」「福
寿」「川鶴」「磯自慢」など、全部で14種類。升で₤6.5～₤11。

 上はビールや焼酎などのメニュー：「欧和」はベルギー製の日本ビール、
最近良く見かけます。焼酎は5種「知心剣」「中々」「鍛高譚」「吉兆
宝山」「一刻者」の5種。ショットグラスで₤ 4～ ₤ 5.9。 (page2/7)
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＜日本レストランのサケ3態、その3＞ 日系 「ラーメン・昇龍」
●日本人客濃度＜10％ ●日本人スタッフ濃度≒ 30％
●日本酒オーダー比率＜5％

 ロンドン在住者によれば、この2～3年、急にラーメ
ンが流行しだしたそう。

 個人的には、「距離の近いパリの影響」（30年以

上前からラーメン屋さんが定着）ではなく、「はるか
かなたのNYの影響」（近年ラーメンが大流行）では
ないかと思う。

 因みに、パリでもラーメンイベントが行われるほどの
ブームだが、最近のパリでは、うどん屋、たこ焼き
屋、お好み焼き屋が次々開店するなど、さらに
「ディープなジャポニズム」になってきている。

 ロンドンで人気の、博多豚骨ラーメン「昇龍」（ミ
シュランガイドにも掲載されるラーメン屋さん。次
ページの「ジャパンセンター」が経営、2012年開業
で現在すでに4店舗）のピカデリー店で、「ラーメン
と月桂冠サケ（120ml）のセット」 ₤ 15.70を食す。
食後、もう少し飲みたくて「黒霧島」 ₤ 5.90も一杯。
美味しかった。

 アルコールのメニューにはサケ（月桂冠が7種類）、

焼酎（月桂冠の美山、白波、霧島）、ビール（キリ
ン、アサヒ、サッポロで、キリンはフローズンも。地
ビールの武蔵野ビールと常陸野ネスもある）、右上
に日本ウイスキー（ニッカとサントリー）も見える。
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＜サケ小売り店4態、その1＞日系「ジャパンセンター」

 昨年までリージェントストリートの三越横にあった「ジャパンセンター」（日本食品販売店）は、よりピカデ
リー寄りの中心地に移動。相変わらず多くのお客でにぎわっている。

 サケ銘柄数ではロンドン随一。実に豊富なサケ銘柄がそろっている。写真はないが、冷蔵棚のサケと常
温棚のサケがあり、きちんと品質管理されている。

 梅酒や和のリキュールの専用棚（写真中）もある。人気のよう。
 「月桂冠」は専用棚（写真右）があって、多くの種類が揃っています。
日本月桂冠だけでなく、米国月桂冠の1500や750も販売。

 以前の店もそうでしたが、蒸留酒（焼酎とウイスキー）はなぜかレジ
の後ろの棚の上（写真右下）。少し買いにくい印象。

「サケ小売り店」編では、日系、英国系、米国系、高級デパートの4店舗をご紹介します。
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＜サケ小売り店4態、その2＞英国系「ヘドニズム・ワイン」

 ワインの取り揃え本数・種類はロンドン随一というワイン専門店、「Hedonism Winesヘドニズム・ワイン」。冷蔵ショー
ウィンドーには、有力なサケ銘柄を取り揃えている。立ち寄ったのが偶々10月1日（「日本酒の日」）だったので、店内
2箇所でサケ試飲販売をしていました。

 「出羽桜」の樽はワールドサケインポート社（アメリカ系）、この日は真澄、手取川、出羽桜などを試飲させていました。
「松竹梅」の樽の方はTAZAKI FOODS（英国の日本食品販売の最有力の一社、2013年に宝酒造傘下に）で、松
竹梅、白壁蔵のほか、浦霞、獺祭などの銘柄も扱う。宝酒造の方も来られていて、試飲を勧めておられました。

日本ワイン＠「ヘドニズム・ワイン」
日本ワインは甲州種（Koshu）が2種、中央葡萄酒と

くらむぼんワイン（旧山梨ワイン）がありました。
英文裏ラベルを見ると「カボスや柚子のノート」
などとかかれています。（拡大してご覧ください。）
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＜サケ小売り店4態、その3＞米国系「ホール・フーズ」

 アメリカの方はご存知、オーガニック志向・高級食料品店の「ホールフーズ」は、
何年か前から英国に進出しています。

 ロンドンの旗艦店、ハイストリート・ケンジントン店にて。やはり10月1日（「日本
酒の日」）だったので、こちらもサケ試飲販売をしていて、i Sake社（英国系）が、
自社PBブランド「i Sake」をアピール中。

 サケには独立した棚が割り当てられている。棚割は、「i Sake」各種と「菊水」各
種が多いように感じた。カリフォルニアの大関や松竹梅もある。

 なお、アメリカのホールフーズ店頭で販売されるサケについては下記参照。
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/LA_SAKE.pdf
http://www.kitasangyo.com/Archive/Data/sake_SF_2013.pdf

日本ビール＠「ホール・フーズ」
米系のお店だけあってクラフトビールは充実。

よーく、観察すると、
中央に「アサヒ黒生」がありました。
（本資料2ページ目のコメント参照）
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＜サケ小売り店4態、その4＞ 高級デパート 「ハロッズ」

 ロンドンに来る観光客は必ず立ち寄る、老舗デパート「ハロッズ」。どういうわけか、ワイン売り場、スピリッツ売り場の
両方に分かれてサケが置かれています。（因みにパリの高級デパート「ギャラリーラファイエット」では、サケはスピリッツ
売り場で売られています。醸造酒だとわかっていてもワイン範疇ではないのでしょう。）

 並んでいる銘柄は多くはないのですが、月桂冠（右上）などのほか、こちらも「i Sake」がたくさんおかれていました。
（一見、「j Sake（ジェイサケ）」に見えますが、「i Sake（アイサケ）」。）

 左下の写真、アサギ（浅葱）色の「とくり型」や「三角錐型」の壜も「i Sake」の商品ですが、これは当社、きた産業の
オリジナルガラス壜。ご愛顧ありがとうございます♪

カウンター＆テークアウトのすし＠「ハロッズ」

いまや、すしは世界中どこのデパートでも定番な
ので特にご紹介するほどでもないが、ハロッズだ

とこんな感じ、ということで。
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すしカウンターは「PAN CHAI」という中国

風の名称で、装飾も中国風。よく見ると
一升壜がさかさまに酒燗器に刺さってい

ます。


